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第 回12
蒲郡市民会館大会議室

2025.6.6
18：00～20：00

まちプロ会議レポート No.12 2025年6月6日 第12回蒲郡まちプロ会議

02 竹島ふ頭のデザイン更新

6月3日～8月31日までの期間、みなと
緑地PPP社会実験として、まちプロ
ジェクト会議メンバーからなる実行委
員会で、トレーラショップを運営中で
す。ぜひ、遊びに来てください！

水の風景について

●みなとまちvillageがオープンしました！！

主な更新点：広場空間について
●より自由な利活用を可能とする広場配置案
●様々な大きさの緑地を散りばめた
海に浮かぶ島のようなデザイン

・利活用に関する皆さまのご意見に基づき更新しました
・直線的ではない形が自由な活用を促進する配置検討案
・車の動線を軸として考えるのではなく、人が使う空間
を中心に据えたデザインです

上図）主に破線で囲んだ範囲の配置デザインを
皆さまのご意見に基づき更新！

１. 実施中の社会実験
（7月以降の募集、検証内容の説明）

２. 竹島ふ頭最新デザイン
（広場空間、夜間照明、水の風景、暑熱対策）

４. 各取り組みの状況

… 今回の内容 …

３. 先行整備に関する意見交換

社会実験

25/6/6時点の検討案

●東西に130mの幅がある広い竹島ふ頭
2号岸壁（ふ頭南端部）の長さは130m、
サッカーコートが2面入る程広い竹島ふ
頭だからこそ可能なデザイン
• 多様なイベントを同時開催可能とする
利活用の幅を広げる空間デザイン

• イベントに必要な空間を確保しても余
る広々スペース、賑やかなイベントの
横、港の海と空を感じながらリラック
ス、様々な活動をサポートします

●水景：暑さ対策、演出効果
子どものあそび空間、回遊性アップ

蒲郡港線歩行空間、竹島ふ頭広場空間で取り入れ
る水を使った風景の提案についてご説明しました。

港上空から竹島ふ頭をのぞむ 港から竹島ふ頭、市街を見た眺望

竹島ふ頭先端を見た風景 プロムナードより、竹島ふ頭先端をのぞむ眺望テラスからの竹島ふ頭の眺め

●竹島ふ頭最新デザインパース
こちらのパースは、参考イメー
ジですが、まちプロ会議や社会
実験を通してみなさんと一緒に
考えてきた空間をイメージ化し
ています。
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夜間照明について モニュメント設置について
●モニュメントの役割
「みなと」と「まち」をつなぎ、「まち」のシンボル、
「みなと」のランドマークとなる

03 先行整備に関する意見交換 04 各取り組みの状況
●ワーク：歩道・ふ頭デザイン、夜間照明、モニュメントについて、おしえてください！

●うみまちマルシェ

●みなとみらいの朝市

南北軸で賑わいを生み
出すことの大切さを実
感され、着々と認知度
が上がっていることの
喜びを共有しました。

「みなと・つなぐ・みらい」

＜意見の例＞
・夜が明るくなるのがいい！
・芝生の配置が有機的でいい！
・フリー空間が多い所がいい！
・地面が一段上がるのはすごくいい！
・モニュメントが目印になっていい！
・噴水がいい！
・散歩する人が増えるからいい！
など

偶数月第2日曜日開催中

①ぽるたるらしい点在する芝生を間接照明で際立たせる
②フラッグポールの連続性で駅から海へ視線をつなぐ
③文字モニュメント&アートシンボルのライトアップ
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④手すりやベンチの間接照明により路面の明るさ感を創出
⑤水を輝かせる

①芸術作品：アートモニュメント ②まちの名前：文字モニュメント
＜モニュメントの種類＞

●整備方針

①駅から歩いて340m、
眺望テラスには、
三 河 湾 を 背 景 に
「アートモニュメン
ト」

②さらに200m進むと、
竹島ふ頭の先端に海
を背景にした「文字
モニュメント」

点在する芝生がつくる光のパッチワーク（暫定）
～ぽるたる蒲郡を象徴するシンボリックモニュメントのある港夜景の創出～

上左）アートモニュメントの事例 上右）まちづくりデイズ社会実験で
製作した文字モニュメント

光のファニチャの例）演出と機能を
兼ね備えた照明器具でもあり、座る
などファニチャとしても利用できる

連続するフラッグポールが港へと誘う 水を輝かせる照明

３つの班に分かれ、各自考える時間を最初に取り、その後、班毎に意見をまとめてもら
いました。福井さん、太田さん、山村さんが各班を代表して発表してくれました。

毎月第一火曜日開催中
太田さんが、み
なとへ賑わいを
繋げるみなとへ
つながる歩道で
賑わい空間を作
る社会実験を公
民連携で実施し
ています

まちプロジェクト会議の代表者として取り組ん
でいきたいと、3名のメンバー（酒井さん、上
田さん、太田さん）が手を挙げてくれました！

●代表者立候補（自薦）の様子

メールアドレス
umimchigama@gmail.com

＜意見の例＞
・風が強いのでペグが打てるように
・歩行者と車の交差を避ける
・車椅子・ベビーカー対策が必要
・大屋根があると花火が見づらい
・災害時の対策
・魚を見る、買う、食べる機会が必要
・夜釣りの人はどうなるのか
・高さのあるヘリが多く子供に危ない
など

次回まちプロ会議では、みなさんのご意見を集約した資料やご質問への回答を共有す
る予定です。
夜間照明や広場空間のデザイン変更についての「いいね！」を多くいただきました。

風の対策や日除の必要性、ふ頭が歩行者中心の空間になるよう車の乗り入れを制限した
いというご意見も多くいただきました。

写真左）がまきたベース運用やイベントについて説明がありました！
●がまきたいっかまちプロ会議分科会駅北商店街活性化チーム
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